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質的研究方法との関連と科学性の検討 
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この発表は、JSPS挑戦的萌芽研究 「日本の現場発看護学の構築を目指した事例研究
方法の開発」（研究代表者山本則子）及びJSPS基盤研究（B）「医療現象学の新たな構
築」（研究代表者榊原哲也；分担研究者山本則子）の成果の一部である。 

JANS37 交流集会K16  
（12/16/2017 15:00-16:20, 展示棟 会議室４） 



日本看護科学学会 COI 開示  

•筆頭者氏名 山本則子  

•所属名  東京大学大学院 

 

筆頭演者は日本看護科学学会へのCOI自己
申告を完了しています。 演題発表に関連
し、開示すべきCOI関係にある 企業・組
織および団体等はありません。 



15時00分～15時15分
（15分） 

「ケアの意味を見つめる事例研究」のステップ・ 
他の質的研究方法との関連（山本則子） 

15時15分～15時30分
（15分） 

看護実践者として事例研究にとりくんでみて 
（佐藤美雪） 

15時30分～15時40分
（10分） 

看護研究者として事例研究にとりくんでみて 
（野口麻衣子） 

15時40分～15時50分
（10分） 

現象学的視点からどう見えるか（榊原哲也） 

15時50分～16時00分
（10分） 

事例研究の科学性・学術性についての検討 
（齋藤凡） 

16時00分～16時20分
（20分） 

自由討議 

本日の予定 



「ケアの意味を見つめる事
例研究」のステップ 



実践を説明する言葉づくりを意識した 
事例研究 

•「記述」に終始しがちだったこれまでの事例研究 

＊何を読み取ればよいのか・・・何が違いを生んだ 

    のか、把握しにくい 

＊可視化 しにくい 

  

•「言語化」「概念化」の活用：行われた看護の内
容・意味・エッセンスを言葉（概念）で表す。 

    現象から概念へ：一般化可能性の拡大 

    訪問看護実践の機能や効果を可視化できる 

近年の質的研究の発展を最大活用できる 



事例研究を進めていくためのステップとしかけ 
意識化/言語化・概念化・文章化 

意識化/ 

言語化 

概念化 

文章化 

 

6 

しかけ 
「ワークシート」  
「対話」 
「質問」 

しかけ 
「大・小見出し」 
「キャッチコピー」 
 「マーカー」 
「付箋」 
「表」 

しかけ 
「前例をよく勉強する」 
「前例を真似する」 

• 行為の「意味」を意識化・言語化 

• なぜそれが可能になったのか ・「すごい！」はどこか 

共同作業による看護の可視化 



事例を取り上げた理由 

事例の概要 

おおまかな時期ごとに以下の点を書き出す 
• 利用者・家族の状況 
• 看護師が考えたこと 
• 実践内容（思いつくまま書き出す） 
• 利用者家族の反応・変化 

ワークシート 

「事例研究ワークシート」のファイルは、 
東京大学 高齢者在宅長期ケア看護学分野ホームページより 

ダウンロードできます。 
 http://www.adng.m.u-tokyo.ac.jp/j_201512.html 



語り合う 

•ワークシートを見ながら、事例についてグループで話す・説
明する。 

•初めての人にもわかるように詳細に、熱心に話す。 

•関心を持って聞き出す。 
•質問例①「どうしてこの事例を研究したいと思ったのか」 
•質問例②「この事例では、どのような良いこと（望ましく
ないこと）が患者・家族に起こったのか」 

•質問例③「そのようなことを起こした看護の実践は、どの
ようなものだったか」 

•その他の質問「どうしてそうしたのか」「実践の意図は何
だったか」「何を行ったか」 

•「看護師」を主語にして話す。 

•自分の経験に言葉を与える；対話のなかで、意識化・言語化
を促進 



キャッチコピーを作る（概念化） 

•「語り合い」の中で、ケア実践の「意味づけ（どのような意図
で何をしたか）」を検討してみる。 

•実践の意味の意識化、概念作り 

•実践の意味づけのまとまりごとに実践を整理し、実践を端的に
示す「キャッチコピー」をつける。 

 



キャッチコピーを洗練したり却下・追加し
たりして大見出し・小見出しに「脱皮」さ
せる 

看護実践 

大見出し 

小見出し 

看護実践 

キャッチ 
コピー 

キャッチ 
コピー 

キャッチ 
コピー 

キャッチ
コピー 

キャッチコピー 

出てきたキャッチは抽象度がさまざまで重複も 大見出し・小見出しの2段階に整理 

小見出し 小見出し 

大見出し 



表作りをしながら、更に語りあう 

•「表」のシートに、「小見出し」「大見出し」を張り付ける 

•それらに属する具体的実践を、マーカー部分を中心に付箋に抜
き出して並べていく 

•じっと眺めながら話し合う 
• 良い結末となったのはどうしてか 

• 良い結末となるように、看護師はどのようなことをしたのか 

•質問し合う 
• 「どうしてそうしたのか」 

• 「実践の意図は何だったか」 

• 「何を行ったか」 

• 「別の時期にもやっていたか」 

• 「小見出し同士にはどんなつながりがあるか」 

 



修正後の表 

前期 中期 後期
看護実践のカテゴリー

大
見
出
し

大
見
出
し

大
見
出

し
小
見
出

し

小
見

出
し

小
見
出
し

小
見
出

し

小
見
出
し

具体的実践行為をリスト

具体的実践行為をリスト

具体的実践行為をリスト

具体的実践行為をリスト

具体的実践行為をリスト

具体的実践行為をリスト

具体的実践行為をリスト

具体的実践行為をリスト

「表」のファイルは、 
東京大学 高齢者在宅長期ケア看護学分野 
ホームページよりダウンロードできます。 

 http://www.adng.m.u-tokyo.ac.jp/j_201512.html 





 

訪問看護師が実践する家族への意思決定支援： 
胃瘻造設の決定を支援した訪問看護の事例 
安塚則子 他 （2015） 家族看護学研究 

1. 介護負担を軽減し心身に余裕を持たせる 
a. 負担の大きい介護を代行する 

2. 情報過多による混乱を助ける 
a. 最低限の情報の補正 

b. よく聞いて情報整理を手伝う 

c. 看護師の意見を言わない 

3. 意思決定の重責を緩和する 
a. いかなる意思決定でも支えることを伝える 

b. 時間がかかっても良いことを伝える 

c. 本人の意向が探れないか試みる 

4. 後悔しないよう利用者の状態の改善に努める 
a. 患者が笑顔で食べられるよう摂食の援助：「うちは胃ろうにして良かった」と思ってもらう 

 

• 「私たちの実践は、なぜうまくいったのか」「この実践から何を学び取れ
ばいいのか」を説明できる言葉をつくる   

• 看護行為の意義を明示   ＞＞次の患者さんのケアに活用できる「知」に 

             ＞＞実践の意義・意味を可視化 

 

  





他の質的研究方法との関連 



グラウンデッド・セオリー法から 
(Corbin & Strauss, Charmaz) 

• 輸入した点: 

 ①看護実践について「概念化」する技法(constant questioning)を活用している。  

  キャッチコピー、大見出し、小見出し、等の説明で敷居を下げる。 

 ②実践の時間的経過に沿った検討も、GTAの理論化との類似性が感じられる 

 

• 異なる点： 

 ①看護実践の当事者である看護師が自分の経験を分析している点：複数の現象からの 

  抽象化による概念化・理論化ではない 

 ③constant comparisonによる、複数の現象での追認はできない（理論的比較は可能） 

     >>参加者間の「対話」の繰り返しによる適切性credibilityの確保 

 ④固定されたデータがない（ワークシートへの記載は最初のとりかかりで、対話を通 

  じて追記されていくもの） 
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現象学的アプローチから 
• 輸入した点・類似点 

①自らの経験していることを、少し離れてありのままに捉えようとする技法は、
フッサールの主張との類似性が感じられる 

②人間が「時間性」「文脈性」の中で存在していると理解しようとする点や、「気
づき（ケアする）」によって行動が開始し・左右されるという理解は、看護実践に
おいて共通理解となっており、事例研究でも頻繁に表れる。これはハイデッガーに
基づくベナーの現象学的人間論の主張と重なる。 

③「五感で看護する」など身体的経験としての看護実践も、事例研究で頻繁に表れ、
これはメルロ=ポンティの身体論に重なる。 

④看護実践の出発点としてのケアリングの意識（「積極的関心と善意」
（Noddings、阿保）も、事例に常に現れる 

 

• 異なる点 

①経験を受け身に捉え、その成り立ちを解釈・記述することを目的としているわけ
ではない 

②実践を意図的能動的に組み立てる手がかりを得るための、過去の実践の振り返り
と解釈記述の方法（15分で読める事例研究） 



当事者研究から 

• 輸入した点・類似点 

①自分の経験を自分が語る（自分語り）というスタンス；フッサール哲学にも通
じるが、通常の現象学的アプローチには見られないやり方。ただし…。：当事者
研究では基本である。 

②自分の経験だが、複数の人と共有することで、少し離れて眺めることができる
（熊谷ら2013, 綾屋・熊谷2010）。当事者研究では基本。 

③グループで熱心に問われ、語る。対話（問われ語り）により意識化・言語化が
促進される。 

④グループでの共有から共通理解に到達することによる、看護実践に関する間主
観性「現象学的共同体」（石原2013）の構築と共有 

⑤研究による癒し・回復：自分の体験に振り回されずに済むことが、人を強くす
るのか。。。？？ 

 

• 異なる点 

①実践に関する知の共有と蓄積を目指している 

  

 

 



ダイアログが浮かび上がらせる 
実践の意味 
～「ダイアログ」による看護実践の知の生成～ 

•自由で（対等で守られた状況）多様な文脈を持つ他者・過去の

自己との対話の繰り返し：実践知の生成過程として重要な一部分 

•「当事者研究は、当事者が自らの体験について、一歩引いた視点

からとらえ直し、言葉へともたらし、他者との体験のすり合わせを行

い、新たに意味づけていくという作業」石原（2013） 

 

•対話によって、事例提供者の自分の経験に関する理解が更新される

とともに、対話メンバーの経験の意味も更新され、組みなおされて

いく。このようにして、グループ内に実践に関する共通理解が生ま

れる。 

•対話は、個別の話だけではなく一般化された共通理解につながる。

＝「側面的普遍」西村(2016) 
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看護実践と研究実践の不思議な相似 

•事例提供者と対話のメンバーや読者との間に生まれる共通理解

は、ちょうど、看護師が患者とのやりとりの中で共通理解（共

感）を生み出すことの重要性とも呼応するように見える。 

•看護実践が身体の側面を伴うこと（身体性）すらも、グループ

の語り合い（ダイアログ）で、対話の相手が身を乗り出し生き

生きとした瞳で関心を持って聞くこと、夢中になって身振り手

振りしながら語ること（ナラティブ）に通じている。 

 

 

•この相似が、このような研究方法による看護実践の知の創造の

必然性を物語っているように見える 21 



その他の試みとの比較 

• 看護現場学 (陣田, 2015) 

• どちらも看護実践の体験に注目・実践体験の振り返りによる明日への活力の獲
得に注目 

• 縦軸と横軸：「事例」を中心にした看護師の経験の振り返りと解釈（ケアの意
味をみつめる事例研究）・「看護師」を中心にした経験の振り返りと解釈（看
護現場学） 

• 看護師の成長のものがたりに注目（看護現場学） 

• 看護実践の知の共有と蓄積に注目（ケアの意味をみつめる事例研究） 

 

• 看護リフレクション  (東, 2009) 

「看護師が状況に沿った意図的な実践を行うために、一定の方法を用いて自己の
看護実践を振り返り、実践に潜む価値や意味を見出し、それを次の実践に活かす
ことによって、さらに状況に沿った意図的な実践を行うためのプロセス(p.29)」  

 

 

 

 



ケアの意味をみつめる 事例研究セミナー 
         主催：東京大学大学院 高齢者在宅長期ケア看護学分野 

自分の行ったケアを見つめ直したい 

他のナースの実践を知りたい 

ケアで感じた事を言葉にしたい 

そんな思いを抱いていませんか？ 

【日程】 

第１回 実践にキャッチコピーをつけよう！ 

      11月3日（金・祝） 9：30 ～ 11：30 

              ＊午後13時～17時 事例研究発表会 

第２回 実践内容を整理して伝えよう！ 

       倫理審査ってなんだろう？ 

      12月9日（土） 13:00 ～ 17:30 

第３回 学会で発表するポスターを作ろう！ 

      1月27日（土） 13:00 ～ 17:30 

第４回 実践を論文にして広めよう！ 

      2月17日（土） 13:00 ～ 17:30 

【参加費】 各回 1000円 

事例研究の基本から始まり, 学会発表・論文執筆を行えるようになる事を目指した4回シリーズのセミナーです 

講師：山本 則子 高齢者在宅長期ケア看護学分野 教授 

参加申し込み方法 

 下記のQRコードから申し込みフォームで登録をお願い
致します. 

＜締め切り＞ 

各セミナー開催日の前日９時 

【場所】 東京大学 本郷キャンパス  

第1回 :   医学部図書館 3階 333号室 

第2回目以降 :  医学部5号館 2階201号室   

終了 
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関心をお持ちくださった方に・・ 

東京大学大学院医学系研究科高齢者在宅長期ケア看
護学分野のHPをご参照ください 

   http://www.adng.m.u-tokyo.ac.jp/ 

   http://tokyocasestudy.tumblr.com// 

 

 

 

本日はご参加いただき、ありがとうございました。 

 


